
平成27年度「森林の調査隊!! フォトコンテスト」

ふれあい推進センターでは、森林や里山の保全・再生を重要な

活動の一つとして、写真撮影を通じて、森林や里山の現状、役割

について多くの人々に伝えることを目的として、フォトコンテス

トを実施しています。

今年度は、「森林の調査隊！！ フォトコンテスト」として「あ

なたが感動し、伝えたい森林（もり）での発見！」をテーマとし

て、組写真と想い（コメント）を募集しました。

１ 趣旨 森林の持つ生物多様性機能の発揮状況や里山の再生

に向けた森林整備活動、森林資源（動物、副産物を含む）の有

効活用の状況、森林環境教育活動などの写真を通して、広く国

民に森林への関心と理解の醸成を図ることを目的に実施。

併せて、平成28年度より新たに祝日となる「山の日（８月11日）」の普及にも取り組む。

２ テーマ

あなたが感動し、伝えたい森林（もり）での発見！

①「森林（もり）で見つけた動植物（昆虫・動物・植物）」

②「森林（もり）での体験・活動（里山整備、森林環境教育など）」

３ 募集期間 平成27年４月27日～平成27年８月31日

４ 審査会 平成27年９月11日 近畿中国森林管理局

応募状況 「森林（もり）で見つけた動植物（昆虫・動物・植物）」 28作品

「森林（もり）での体験・活動（里山整備、森林環境教育など）」 16作品

北は北海道から西は沖縄県西表島で撮影された、写真数119枚にのぼる44組の作品の応募が

ありました。優秀な作品が多かったことから選考は難航しましたが、近畿中国森林管理局長賞

１作品、里山賞１作品、森林の調査隊フォトコン賞３作品に審査員特別賞１作品を加えて、

６作品の入賞作品を決定しました。

５ 表彰式、発表会 平成27年10月４日

「水都おおさか森林の市」会場に入賞者を招き、多くの森林の市参加

者が見守る中、入賞作品の発表会と表彰式を開催しました。「ミス日本

みどりの女神」佐野加奈さんも参加され、華やかな式典となりました。

始めに、近畿中国森林管理局長から、「森林（もり）に関する優れた

写真や撮られた方のコメントを通じて、広く多くの方々に森林への関心

を持っていただき、理解を深めていただきたい」と挨拶。表彰式後の作

品発表会では、入賞者がそれぞれの作品に込めた思いを発表し、審査員

から、「組写真としてのストーリー性のある素敵な作品が集まり、レベルの高いフォトコンテ

ストであった。これからも森林への関心を高めてもらいたい」とのお話がありました。

また、会場の参加者からは「森林についてもっと知りたいと思った」「表彰式の時間にたま

たま会場前を通りかかったら、ちょうど８才の男の子の発表の時で、写真を見ながら説明を聞

きその子の自然への関心、感動に思わず足を止めて聞き入った」という感想もいただきました。

■審査員 只木 良也 氏 （農学博士・京都府立林業大学校校長）

久山 慶子 氏 （フィールドソサイエティー事務局長）

北田 研索 氏 （(公社)日本写真家協会会員・宝塚大学特任教授）

馬場 一洋 近畿中国森林管理局長

馬場局長挨拶
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